
島根原子力発電所第１号機燃料取替装置燃料つかみ部の
変形に係る立入調査について（平成１９年１２月５日）

立入調査日時 平成１９年１２月５日（水） ９：４０～１１：３０

立入調査者
島根県総務部消防防災課原子力安全対策室 調整監、室員２名
松江市総務部防災安全課原子力安全対策室 原子力専門監、室員１名

立入調査対応者 中国電力株式会社島根原子力発電所 副所長ほか

根 拠 規 定
島根原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関する協定
第１１条

調 査 概 要

　平成１９年１１月２０日に中国電力株式会社から報告があった「島根
原子力発電所１号機燃料取替装置つかみ部の変形」の再発防止対策
の実施状況等について、中国電力㈱から説明を受けた後、書面及び
現地確認を行った。

確 認 事 項

●作業請負業者が作成した工事要領書に、以下の事項が追加されて
　いることを確認した。
　　①作業開始前に現場作業者間でミーティングを行い安全上の留意
　　　事項について確認すること
　　②燃料取替装置移動時の周辺監視に関する手順
　　③専任の監視人を配置し、手摺り等の干渉物の有無等を確認させ
　　　ること

●中国電力(株)から外注先に提出する工事管理仕様書の要求事項を
　徹底させるため、中国電力(株)は、作業実施者に対し、再教育を平成
　１９年１１月２６日に実施したことを確認した。

●変形した燃料取替装置燃料つかみ部が、取り替えられていることを
　確認した（中国電力㈱は、取替後、模擬燃料を使って機能確認を行っ
　ている）。

●燃料取替装置が燃料プールゲート手前で、一旦、自動停止するよう
　にプログラムが変更されていた（実際に、燃料取替装置を運転させ、
　確認）。

●専任の監視人が配置され、また、燃料取替装置を移動させるとき、
　装置操作者と監視人の周辺確認が確実に行われていることを確認
　した。また、そのためのチェックシートが作成されていた。

●外注業務に対する監視・チェックの機能強化を今後、検討する。
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